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意見要旨 意見の数 市の考え方

第２章にある、現状と課題を認識しているにもかかわらず、ヒ
アリング調査の結果（特に施設について）を事業計画の推進
に反映されていないのは、なぜか。

１件

ヒアリングやアンケートの結果、現状や課題を認識できても、すべて
計画に反映できるものではありません。計画推進に当っては、予算
や人材の確保が必要となる場合もありますので、優先順位を考慮し
改善等に取り組んでいくことになります。

第４章にある、日中活動系サービスについてですが、新法に
より地域包括支援がうたわれている中、事業の計画が継続・
検討が必要などとあいまいな表現となっているのは、なぜか。 １件

地域包括支援は介護保険法による概念であり、障害者総合支援法
とは無関係です。計画の中では、市独自の新規事業の継続や課題
克服のための検討の必要性を記載しています。

第４章にある、障害のある児童に関する支援サービスについ
て、これまでの実績値及びこれからの見込量の記載しかない
のですが、今後の具体的な支援サービスの内容をお示しする
ことは出来ないのですか。 １件

「児童福祉法に基づく障害児通所支援及び障害児入所支援の整備
についても障害福祉計画に定め、当該計画に沿った取組を進める
よう努めるものとする」と国の指針に記載がありますが、今回の計画
では見込量の記載までとなっています。

全体的なことですが、医療的ケアが必要な障がい者（児）に
関する支援事項が具体的に示されていないのはなぜです
か。 １件

医療的ケアの必要性は認識しており、生活介護については、市独自
事業として平成26年度途中から医療的ケアが必要な人の受入れが
できるように看護師を配置する事業を進めております（Ｐ４３に記
載）。

平成２５年３月に、大阪府障がい者自立支援協議会において
報告がある、重症心身障がい児者地域ケアシステム検討報
告書にて、さまざまな重要な検討課題が提起されています
が、今回の計画に反映されていないのはなぜですか。 １件

障害福祉計画は、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支
援するための法律」に基づき、国が定めた「基本指針」に即して、障
害福祉サービス、相談支援、地域生活支援事業等の見込量や提供
体制の確保について定めるものです。

第１章２項の「主要な障害者関連法律の制定・改正の動き」
の中に「障害者権利条約」「差別解消法」も盛り込んでください

１件

計画書４ページに掲載しております。


